


序　文

新しい世紀となってはや15年余りになる。その間米国同時多発テロ（2001年），リーマンショッ
ク（2008年），東日本大震災・福島第 ₁原発事故（2011年）など，今に継続している（決して風化
させられない）出来事が重く堆積している。そのためか，これらが起きたのは，ほんの ₁，₂年前
のような錯覚にとらわれる。
家政学（生活科学）・栄養学分野に資する教科書として出版された『細菌学』〔大黒勇著，1967（昭
和42）年〕，『新版細菌学』〔大黒勇，橋本雅一，黒坂公生著，1980（昭和55）年〕は，『微生物学』〔橋
本雅一編著，1990（平成 ₂）年〕，『新微生物学』〔奥脇義行編著，1994（平成 ₆）年〕へと引き継
がれてきた。さらに21世紀へ移るのと同じくして，家政学・栄養学の視点をもつアレルギー・免疫
学の領域を取り入れ，書名も『微生物と免疫』〔奥脇義行編著，2002（平成14）年〕とした。その
後の微生物・感染症学，免疫学領域におけるめざましい新知見の集積やいわゆる「新感染症法」の
制定〔2008（平成20）年〕などに合わせて，2009（平成21）年『改訂微生物と免疫』（髙橋信二編著）
が刊行された。
いずれも，各時代におけるその専門領域の研究・教育歴の長い経験豊かな大家が，教育に生かす
べく鋭意努力を傾けられ，さらに建帛社編集部の惜しみない力添えもあって，多くの教員・学生に
支持される教科書としての使命を果たしてきた。しかし，一昨年 ₉月，前編著者の髙橋信二先生が
不慮の事故で他界された。そのため，私が編者を引き継ぎ『新版微生物と免疫』として，刊行する
こととなった。
このたび刊行されるに至った『新版微生物と免疫』は，それぞれの時代で担ってきた教科書の流
れを汲むものである。これまでと同様，学生にとって「わかりやすい本」を命題とし，図，表を多
用して記述し，さらに理解の助けに「側注」を設けている。単に教科書としてだけでなく，疑問に
思う事柄に対応できる参考書としても活用できる。
新版とするにあたって，これまでの執筆陣に新たにこの分野の研究・教育歴の長い太田利子先生
に加わっていただき，また執筆分担も若干変更した。これまでの本とは一新したものになったと自
負している反面，種々欠点もみられるかもしれない。内容について気づかれた点など遠慮なくご叱
責・ご教授いただき，いっそうの充実が図れれば著者らの望外の喜びである。
本書の刊行にあたり，企画編集に終始ご尽力いただいた建帛社根津龍平氏に感謝の意を表したい。
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林　　修
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新版改訂にあたって

昨年12月中国武漢に始まる新型コロナウイルス感染症は瞬く間にアジア，欧米，アフリカに拡が
り， ₁年も経ないうちに全世界の感染者数が ₄,000万人を超えた。その勢いは波を繰り返し，依然
収束の見通しがつかない。人類は，過去にインフルエンザウイルス（1918～1919年スペインかぜ）
やヒト免疫不全ウイルス（1980年代AIDS），コロナウイルス（2002年重症急性呼吸器症候群
SARS，2012年中東呼吸器症候群MERS）の“パンデミック”を経験したはずだが，未経験の病原
体に対しては残念ながら無力に等しい。有効な治療薬やワクチンの無い状況では，感染主体である
病原体の理解とそれに晒される身体の防御機構である免疫能が唯一の頼りとなる。改めて“微生物”
と“免疫”の重要性が思い知らされる。
本書の「新版」刊行から ₆年が過ぎた。今般，この間の新知見等を取り入れ「新版改訂」を刊行
することとした。改訂にあたり，微生物学や免疫学分野の研究・教育に携わっている先生に新たに
加わっていただくとともに，これまでの執筆者・執筆分担を若干変更した。内容構成には慎重を期
したが，誤りや欠点もみられるかもしれない。前版同様に，お気づきの点などあれば遠慮なくご叱
責・ご教授いただき，いっそう充実していければ著者らの望外の喜びである。

2020年10月

林　　修
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微生物は，通常肉眼では見えない。19世紀フランスのパスツール（L. 
Pasteur）やドイツのコッホ（R. Koch）によって，空気中の微生物と伝染性
疾患との因果関係が追究され，多くの病原細菌の発見とともに微生物学の基礎
が築かれた。それ以後，感染症における病原体としての「微生物」の究明が進
められる一方，ゼンメルワイス（I. P. Semmelweis）による消毒法やフレミン
グ（A. Fleming）による抗生物質の発見，ジェンナー（E. Jenner）による牛
痘法およびパスツールのワクチン予防接種法など疾病への対処法が創出されて
きた。これらの微生物研究は，何世紀にもわたって人類を苦しめてきた多くの
病気の克服に大きく貢献し，われわれはさまざまなかたちでその恩恵を被って
きた。

微生物学（microbiology）は，一般に細菌（bacteria）や古細菌（archaea），
原生生物（protist），真菌（fungi）などの特徴と機能を明らかにしていく学問
領域である。特に病原体としての微生物は，ウイルスを含め医微生物学（medical 
microbiology）などで扱われる。また，抗生物質製造や発酵・醸造など薬学や
農学，理学分野および分子生物学や遺伝学分野での利用・開発にかかわる応用
微生物学（applied microbiology），さらに物質循環や環境における微生物と
の相互作用を扱う微生物生態学（microbial ecology）がある。微生物はさま
ざまな分野で扱われ，限りない可能性を秘めているともいえる。

病原体の発見とともに微生物・細菌学が発展してきたのに対して，免疫学
（immunology）は，ヒト・動物に備わる防御力とその仕組みの追究としてと
もに発展してきた。北里柴三郎・ベーリング（E. von Behring）による抗毒素，
メチニコフ（E. Metchnikoff）による貪

どん

食
しょく

細胞の発見は予防接種法とともに免
疫学の原点といえる。侵入しようとする微生物や体内に生じた癌

がん

細胞に対し
て，免疫系はこれらを排除することで個々の身体を護っている。一方で移植さ
れる臓器や細胞を拒絶し，人によっては花粉症や喘

ぜん

息
そく

などのアレルギー反応や
自己免疫疾患を起こす。免疫系は，ストレス反応や神経・内分泌系と相互連関
し，さらに腸内フローラとの作用も知られ，生体の恒常性を保つうえでも重要
である。特に腸内フローラは，免疫系の成熟に欠かせない存在であると同時に，
近年の遺伝子塩基配列解析技術により，消化器関連疾患だけでなく，アレルギ
ーや心血管疾患，さらに自閉症・発達障がいにも関連することが明らかになっ
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てきた。癌免疫療法では，癌細胞を攻撃する免疫能の強化を目指すこれまでの
方向に対して，癌細胞がつくる免疫抑制分子に作用してそのブレーキを解除す
る免疫チェックポイント阻害薬による新たな治療法に期待が集まった。

一方，感染症の減少に伴って研究の対象は次第にアレルギーや自己免疫疾患
などの免疫関連疾患へと移っていったが，20世紀後半，種々の抗生物質に対す
る耐性菌の出現や，ヒト免疫不全ウイルス（human immunodeficiency 
virus；HIV）や新型インフルエンザウイルス，重症急性呼吸器症候群（severe 
acute respiratory syndrome；SARS）や中東呼吸器症候群（middle east  
respiratory syndrome；MERS）コロナウイルスなどの新しい感染症が出現し
たことによって，再び感染症への関心が高まり微生物学と免疫学研究の相互理
解の必要性が再確認されてきた。近年の自然免疫系にかかわる，たとえば病原
体センサーとしての Toll 様レセプター（受容体）（TLR）に関する研究の進歩
を通じて，これまで見過ごされていた自然免疫系が，感染初期と後の免疫応答
への橋渡しとしての役割だけでなく，アレルギー疾患・自己免疫疾患との相互
の関連性が見出されてきている。微生物学と免疫学両研究分野の融合による成
果として感染症の新たな制御法の開発や iPS 細胞による再生医療とともに，ア
レルギー疾患・自己免疫疾患の治療への発展など，新たな医学研究が展開され
つつある。

COLUMN　免疫チェックポイント阻害薬

PD — 1 （Programmed Death — 1 ）は，T細胞の活性化に伴って表出し，不必要な活性化が長
続きしないよう抑える信号を伝えるタンパク質として，1992年本庶佑教授らによって発見された。癌
細胞はPD — L 1 を表出し，PD — 1 との結合を介してT細胞にブレーキをかけてしまう。このブレー
キを外す免疫チェックポイント阻害薬がニボルマブ（抗PD — 1 抗体）である。活性化キラーT細胞
上に現れて抑制的に働く細胞傷害性Tリンパ球関連分子 4（CTLA — 4 ；cytotoxic T 
lymphocyte — associated molecule — 4 ）に作用して，そのブレーキを解除するイピリムマブ（抗
CTLA — 4 抗体）を開発したジェームス・アリソン博士とともに2018年ノーベル医学・生理学賞を受
賞した。

2


